
2019～2020年度 No.1

　第 　 ４ 　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

× 伊賀地区ガバナー × 進藤第１副地区ガバナー × 中井第２副地区ガバナー

× GLTｺｰﾃﾞｲﾈｰﾀｰ Ｌ佐久間 × GLT副ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ L増田

〇  L　関　飛雄一　委員長 〇  L　野下　浩世副委員長 〇  L  利根川　昌弘　副委員長

〇  L  阪本　真路　副委員長 ×  L　今井　龍司　 委員 〇  L　高野　健    委員

×  L　髙橋　秀人    委員 ×  L　池田　辰二 　委員 ×  L　宮井　晴史    委員

〇  L　磯崎　一洋    委員 ×  L　杉浦　宏重   委員 〇  L　高橋　美恵子   委員

〇  L　澤田　雅夫    委員 ×  L　大里　堅    委員 ×  L　笠原　伸太郎   委員

×  L　浅井　正輝    委員 ×  L　倉沢　真平   委員 ×  L　長谷山　大輔   委員

〇  L　葛西　智子　副幹事

× GLT指導力育成委員長 L清水 × GLT会員会則委員長 L知野

　                                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・ 進行　副委員長　Ｌ坂本　真路
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作　成　者 　Ｌ　野下　浩世（日本橋）

Ａ部会の進捗報告と今後の予定

閉会宣言　　　　　　　　　　　　　副委員長　Ｌ　利根川　昌弘

資料確認　　　　　　　　　　　　　副委員長　Ｌ　野下　浩世

審　議（下記の議題を参照）

書記の指名

次回以降の日程

審議経過事項の概要

前回の議事録確認

キャビネット報告（担当キャビネット副幹事）

　２０１９年　１２　月　１６　　　日　月曜日　　　　１６　　時　００　　分　～　１７　　時　００　　分

会議および懇親会：下北沢　都夏（つげ）　世田谷区代沢5-29-6

Ｃ部会の進捗報告と今後の予定

委　員　会　報　告

　２０１９年１１月２８日木曜日　　　　　　１８時　３０分　～　１９時　３０分

東武バンケットホール （東武百貨店池袋１４階）

　オブザーバー

ＧＬＴクラブサクセスＣＱＩ

 L　関　飛雄一

出　席　者

次　　　第

議　　　題

ゾーン・チェアパーソンセミナー開催の報告

英国ロイヤル・バレエ団鑑賞会の件

Ｂ部会の進捗報告と今後の予定

開会宣言　　　　　　　　　　　　　副委員長　Ｌ　阪本　真路

委員長挨拶、出席者紹介、自己紹介

次期リーダーシップセミナー開催の報告

クラブ概況表の分析について
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No.2

③個人からのドネーション１万円は高いため３千円からとすることになった。

12月中に幹事団定例会において中間報告を行う予定となった。

L野下副委員長よりＢ部会の進捗報告と今後の予定の説明があった。

ＣＱＩを分析・研究し、平易な形に再提案する。

L利根川副委員長より合同アクティビティについて説明があった。

2020年5月～6月の土曜日　11～15時　宮古市総合福祉センターにおいて

岩手県沿岸部に住む障がい者200人を招待して支援アクティビティを企画。

11/28にプロジェクト企画室へ提案をおこない次の指摘があった。

整理できて良かったとの感想を受けた。今後もセミナーは継続する予定。

③当委員会の諮問事項である合同アクティビティの一環として

プロジェクト運営企画室より当委員会へ会場の案内や誘導の依頼があった。

参加可能な方は昭和女子大人見記念講堂に12時半集合すること。

クラブ概況表を見て元気のあるクラブ・元気の無いクラブについて分析した

若い年齢の会員が居るクラブは元気があるのではないかとの意見が出た。

会員数が１桁台のクラブが多く存在することが確認できた。

英国ロイヤルバレエ団鑑賞会の件（1/31）

アクティビティのＤＢ化の検索システムの企画・検討

マインドマップを活用した方が見やすいのではとの提案があった。

議　　　題 審議経過事項の概要

次期リーダーシップセミナー開催の報告（11/15）　20名受講

サーバント・リーダーシップの考え方について説明

受講者から仕事にも使えるセミナーであり良かったと好評な感想を頂いた。

ゾーンチェアパーソンセミナー開催の報告（11/21）

L関がZCセミナーの講師を行った。

参加者よりガバナー諮問委員会において重点的に説明する論点が

議　　　題

　委員会から助言を受けること

L関より指摘。①プレゼン資料に日程、主宰クラブ名、費用を詳しく記入すること。

②クラブからのドネーション３万円は高過ぎるため１万円が妥当と指摘。

①主宰クラブを確定すること

②キャビネットは費用を負担しないこと

分析結果を次年度のアンケートに反映するようA部会へ諮問した。

L阪本副委員長よりＡ部会の諮問結果の説明があった。

前年の退会者数が概況表から見えないため追加した方が良いとの意見が出た。

また退会者の在籍年数も追加した方が傾向を分析しやすいとの意見もあった。

在籍年数１～３年の会員が居ないクラブは会員増強が行われていないと見えた。

会員数が少ないにも関わらず事務局費が負担になっているクラブが散見された。


